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編

集

後

記

中城村の児童・生徒のみなさん、上手いも下手も関係ありません！あなたの字のままでいいんです
（ぎかいだよりの文字を横書きと縦書き）

お問い合わせは中城村議会事務局（1895-4318）まで

「ぎかいだより」の題字の募集をします
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「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
て

　
２
０
１
４
年
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
日
本
人
平
均

寿
命
は
、
女
性
が
８
６
．
６
１
歳
で
世
界
１
位
、
男
性
は

過
去
最
高
の
８
０
．
２
１
歳
と
長
寿
記
録
を
更
新
し
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

物
忘
れ
が
著
し
く
な
る
と
、
自
分
自
身
だ
け
で
は
な
く
家

族
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
の
物
忘
れ
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す

が
、
今
の
う
ち
か
ら
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
７
月
23
日
吉
の
浦
会
館
で
北
中
城
若
松

病
院
理
事
長
、
涌
波
淳
子
サ
ポ
ー
ト
医
の
認
知
症
介
護
予

防
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
村
民
の
方
が
足
を
運
び

認
知
症
の
方
々
の
対
応
方
法
な
ど
を
学
び
、
ま
た
高
齢
化

社
会
が
加
速
し
、
将
来
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
の
お
話
も
あ
り
、
行
政
と
議
会
が
一
体
と

な
り
認
知
症
に

対
す
る
問
題
を

早
急
に
構
築
し

て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
仲
松
正
敏
）

もっと　 知ろう みんなの議会

題字：中城南小学校3年　永　山　光　成

永 山 光 成 さん

韓国（済州島）から沖縄の未来を探る
日時：平成27年8月12日（水）　会場：西原町さわふじ未来ホール
講師：呉錫畢（オ・ソクピル）（沖縄国際大学経済学部教授）

中部地区町村議会議員、事務局職員研修会

新
垣
　
貞
則

伊
佐
　
則
勝

研修会
レポート

　済州島の観光客数は約 1,200 万人と沖縄のおよそ 2 倍の規模。済州島の現状から沖縄の自立経済の可能性を受講してき
ました。
　済州島の経済は農業と観光に依存している。韓国政府は済州特別自治道として強い自治権を持たせ航空会社設立に出資
し、黒字経営を続け、さらに道民主体性を持つ自立経済を目指している。
　沖縄経済も自立に向けて観光業を充実させる。好調に推移している外国人観光客から消費額が高水準の観光客を誘客す
るために世界的 MICE 施設の整備と併せてインフラや公衆無線 LAN の整備をしていくことで具体的な観光の受け皿作り
をやる。そこから地元の観光地やホテルやレストラン、企業の活性化へ繋がる。
　沖縄経済の自立を図る為に、沖縄コンベンションビューローの研修内容を充実させ、沖縄の独自のジンブン（知恵）を
探り、素晴らしき自然や文化を発信し、どうビジネス化するか課題である。「沖縄は経済成長の著しい東アジアの中心に
位置し済州島より立地的条件はいい。いくらでも成長の可能性はある」と、国際都市としての発展の可能性を指摘した。

沖縄経済の自立に向けて

題字：中城南小学校3年　永　山　光　成

講師：呉錫畢（オ・ソクピル）
（沖縄国際大学経済学部教授）

お詫びと訂正
第 43 号で題字提供
者のお名前を間違え
て掲載しました。
正しくは比嘉若葉さ
んです。

題字提供ありがとう

ございました



平成 27 年 6 月定例議会
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可
決議

案
第
29

号

可
決議

案
第
30

号

可
決議

案
第
31

号

可
決議

案
第
32

号

可
決議

案
第
33

号

報
告
第
3号

中 城 村 景 観 条 例

平 成 2 7 年 度 中 城 村 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 1 号 ）

中 城 村 図 書 ・ A V 資 料 等 物 品 購 入 契 約

護佐丸歴史資料工事図書館新築工事（建築工事）の改定契約

護 佐 丸 歴 史 資 料 図 書 館 展 示 工 事 請 負 契 約

報
告

平成 26 年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

繰越明許費の内訳
総務費：7,346 万 4千円
農林水産費：6,868 万 7千円

合計 6億 7,342 万 4,000 円

民生費：1億 1,216 万 5千円
土木費：1億 1,983 万 5千円

衛生費：150万円
教育費：2億 9,777 万 3千円

報
告
第
5号

報
告

中 城 村 国 民 保 護 計 画 の 作 成

陳
情
第
3号

採
択 子宮頸がん予防ワクチン接種後の副反応被害の早期解決を求める要請

採
択 子宮頸がん予防ワクチン接種後の副反応被害の早期解決を求める意見書

報
告
第
4号

報
告

平成 26年度土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告

第 4 回定例会に上程された議案、報告

意
見
書
第

6号

継
続

審
査 請願第1号：中部南地区広域火葬場・斎場建設問題に関する請願書

歴史・文化、豊かな自然環境を守り、生活、産業、生活環境の発展につなげ、村民自らが協力
して取組む景観づくりを目指し、「とよむ中城」心豊かな暮らしを支える風景づくりを実現す
るため。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2億 7,302 万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ 71億 4,370 万 5千円とする。

護佐丸歴史資料図書館展示工事の請負契約の締結については、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又
は処分に関する条例第 2条の規定により、議会の議決を必要とする。

中城村図書・AV資料等備品購入の備品購入契約の締結については、議会の議決に付すべき契約
及び財産の取得又は処分に関する条例第3条の規定により、議会の議決を必要とする。

護佐丸歴史資料図書館新築工事（建築工事）の改定契約の締結については、議会の議決に付すべき
契約及び財産の取得又は処分に関する条例第 2条の規定により議会の議決を必要とする。

土地区画整理事業費：1億 2,219 万 1千円

武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平成 16年 6月 18日法律第 112号）
第 35 条第 1 項の規定により、市町村長は、都道府県の国民の保護に関する計画に基づき、国民の保
護に関する計画を作成しなければならないため。

平成 27 年 第 4 回 中城村議会定例会
平成27年 6月 12 日〜 6月 18 日　　　　　

平成 27 年臨時議会

（3）2015 年 9 月 4 日　第 44 号　中城村議会だより

平成 27年 第 3回 臨時議会 平成 27 年 5月11日

議
案
第
28

号

護佐丸歴史資料図書館新築工事（建築附帯外構工事）請負契約
護佐丸歴史資料図書館新築工事（建築附帯外構工事）の請負契約を締結したいので地方自治法
第96条第1項目第5号の規定により、この案を提出するものである。

承
認

可
決

承
認
第
2号 専決処分の承認を求める（中城村税条例等の一部を改正する条例）

承
認承

認
第
3号

専決処分の承認を求める（中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承
認承

認
書
第

4号

専決処分の承認を求める（平成26年度国民健康保険特別会計補正予算第5号）

同
意同

意
書
第

2号 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命

報
告報

告
第
2号

専決処分について議会の議決を経た工事請負契約（クラブハウス）の改定契約

地方税法等の一部を改正する法律が平成27年3月31日に公布され、同年4月1日から施行されま
した。それに伴い中城村税条例等の一部を改正する必要が生じたため専決処分した。

地方税法等の一部を改正する法律が平成27年3月31日に公布され、同年4月1日から施行されま
した。それに伴い中城村税条例等の一部を改正する必要が生じたため専決処分した。

平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第5号）について、歳入、及び歳出の予算に不足が
生じ、急施を要したため専決処分した。

クラブハウス施設整備工事において、運営管理上セキュリティシステムを整備
する必要があり、工事完了後の施工では、仕上げに不具合が出るため、工期内
に改定契約日を締結する必要があるため専決処分した。

教育委員会委員の辞職により、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律　第 162 号）第 4条
第一項により新たに教育委員会委員を任命する必要がある。

平成 27年 第 5回 臨時議会 平成 27 年 7月27日

議
案
第
34

号

一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 2 号 ）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億円を追加し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ72億4,370万5千円とする。

可
決

可
決

承
認
第
35

号

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算（第 1 号）

可
決議

案
第
36

号

中 城 南 小 学 校 校 舎 増 築（建 築）工 事 の 請 負 契 約

可
決議

案
第
37

号

歴史文化資料管理システム導入業務委託契約

採
択意

見
書
第

7号 「安 全 保 障 関 連 法 案」の 廃 案 を 求 め る 意 見 書

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ90万4千円を追加し、歳入歳出予
算総額を歳入歳出それぞれ1億2,175万1千円とする。

中城南小学校校舎増築（建築）工事の請負契約の締結については、議会の議決に付すべき契
約及び財産の取得又は処分に関する条例第2条の規定により、議会の議決を必要とする。

歴史文化資料管理システム導入業務の委託契約の締結については、議会の議決に付すべき契
約及び財産の取得又は処分に関する条例第3条の規定により、議会の議決を必要とする。

安倍政権が今国会で成立させようとしている集団的自衛権行使を柱として安全保障関連法案
は、他国軍隊の軍事行動に自衛隊が参加することを可能にする法案で、憲法を形骸化するもの
であり決して容認できず、村民の命と暮らしを守り、平和を堅持するため。
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平成 27年 第 3回 臨時議会 平成 27 年 5月11日
議
案
第
28

号

護佐丸歴史資料図書館新築工事（建築附帯外構工事）請負契約
護佐丸歴史資料図書館新築工事（建築附帯外構工事）の請負契約を締結したいので地方自治法
第96条第1項目第5号の規定により、この案を提出するものである。

承
認

可
決

承
認
第
2号 専決処分の承認を求める（中城村税条例等の一部を改正する条例）

承
認承

認
第
3号

専決処分の承認を求める（中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承
認承

認
書
第

4号

専決処分の承認を求める（平成26年度国民健康保険特別会計補正予算第5号）

同
意同

意
書
第

2号 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命

報
告報

告
第
2号

専決処分について議会の議決を経た工事請負契約（クラブハウス）の改定契約

地方税法等の一部を改正する法律が平成27年3月31日に公布され、同年4月1日から施行されま
した。それに伴い中城村税条例等の一部を改正する必要が生じたため専決処分した。

地方税法等の一部を改正する法律が平成27年3月31日に公布され、同年4月1日から施行されま
した。それに伴い中城村税条例等の一部を改正する必要が生じたため専決処分した。

平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第5号）について、歳入、及び歳出の予算に不足が
生じ、急施を要したため専決処分した。

クラブハウス施設整備工事において、運営管理上セキュリティシステムを整備
する必要があり、工事完了後の施工では、仕上げに不具合が出るため、工期内
に改定契約日を締結する必要があるため専決処分した。

教育委員会委員の辞職により、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律　第 162 号）第 4条
第一項により新たに教育委員会委員を任命する必要がある。

平成 27年 第 5回 臨時議会 平成 27 年 7月27日

議
案
第
34

号

一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 2 号 ）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億円を追加し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ72億4,370万5千円とする。

可
決

可
決

承
認
第
35

号

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算（第 1 号）

可
決議

案
第
36

号

中 城 南 小 学 校 校 舎 増 築（建 築）工 事 の 請 負 契 約

可
決議

案
第
37

号

歴史文化資料管理システム導入業務委託契約

採
択意

見
書
第

7号 「安 全 保 障 関 連 法 案」の 廃 案 を 求 め る 意 見 書

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ90万4千円を追加し、歳入歳出予
算総額を歳入歳出それぞれ1億2,175万1千円とする。

中城南小学校校舎増築（建築）工事の請負契約の締結については、議会の議決に付すべき契
約及び財産の取得又は処分に関する条例第2条の規定により、議会の議決を必要とする。

歴史文化資料管理システム導入業務の委託契約の締結については、議会の議決に付すべき契
約及び財産の取得又は処分に関する条例第3条の規定により、議会の議決を必要とする。

安倍政権が今国会で成立させようとしている集団的自衛権行使を柱として安全保障関連法案
は、他国軍隊の軍事行動に自衛隊が参加することを可能にする法案で、憲法を形骸化するもの
であり決して容認できず、村民の命と暮らしを守り、平和を堅持するため。
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平成 27 年 6 月定例議会一 般 質 問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。

村政を
問う！ 一 般 質 問

新垣　光栄　議員

大城　常良　議員

中

城

の

将

来

の

ビ

ジ

ョ

ン

議
員

　本
村
の
地
方
創
生

「
総
合
戦
略
」
策
定
の
工
程

は
。

企
画
課
長

　７
月
ま
で
に

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
を
実

施
し
た
い
。

議
員

　業
者
任
せ
で
は
な

く
、
住
民
の
声
を
ど
の
よ

う
に
吸
い
上
げ
て
い
く
か
。

企
画
課
長

　庁
内
の
検
討

委
員
会
、
産
・
官
・
学
・
金
・

労
・
言
と
協
議
・
議
論
の

中
で
住
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。

議
員

　吉
の
浦
会
館
で
意

見
聴
取
の
場
を
設
け
る
と

か
、
具
体
的
な
も
の
は
無

い
の
か
。

企
画
課
長

　現
段
階
で
は
、

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

検
討
し
ま
す
。

議
員

　策
定
に
は
、
住
民

議
員

　こ
の
件
に
関
し
て

は
、
５
月
の
全
体
協
議
会

の
中
で
初
め
て
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
建
設
が
あ
る
と
聞

い
て
非
常
に
驚
い
て
、
ま

さ
か
６
，０
０
０
坪
近
く
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
、
し
か

も
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
で
あ
る

中
城
城
跡
の
す
ぐ
下
に
建
設

す
る
事
が
わ
か
っ
て
質
問
し

ま
す
。
規
模
及
び
概
要
は
ど

れ
ぐ
ら
い
か
、
ま
た
、
発
電

量
は
い
く
ら
か
、
バ
ッ
フ
ァ

ゾ
ー
ン
及
び
世
界
遺
産
中
城

城
跡
の
景
観
等
へ
の
影
響
は

な
い
か
。

教
育
長

　場
所
は
、
泊
照

原
、
規
模
が
５
，８
９
８
坪
、

パ
ネ
ル
枚
数
５
，８
０
０
枚
、

発
電
量
は
２
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で

す
。
景
観
へ
の
影
響
は
否
め

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
届
出
が

提
出
さ
れ
て
か
ら
景
観
へ
の

と
の
意
見
交
換
会
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
実
施
も
要

望
し
ま
す
。
長
期
計
画
で
ど

の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

企
画
課
長

　こ
れ
か
ら
の
検

討
に
な
り
ま
す
。

議
員

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
等
の
誘
致

に
よ
っ
て
都
市
化
の
圧
力
が

出
て
く
る
中
で
、
住
と
農
の

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く

り
・
結
婚
政
策
（
人
口
増
計

画
）
の
２
つ
の
柱
を
重
点
に

進
め
た
ら
ど
う
か
。

村
長

　こ
の
２
本
は
間
違
い

な
く
柱
と
な
る
は
ず
で
す
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
肉
付
け
を

し
て
い
き
た
い
。

議
員

　平
成
49
年
度
を
年
次

と
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

総
合
計
画
と
の
整
合
性
・
広

域
的
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長

　サ
ン
ラ
イ

ズ
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

こ
れ
か
ら
の
部
会
で
の
意
見

交
換
会
が
重
要
な
ま
ち
づ
く

り
の
展
開
と
な
り
ま
す
。

議
員

　具
体
的
な
計
画
が
な

い
と
、
い
く
ら
申
請
し
て
も

国
は
認
め
な
い
し
、
計
画
の

な
い
と
こ
ろ
に
実
施
は
な

い
。
本
村
の
総
合
計
画
は
あ

ま
り
に
も
具
体
的
で
な
い
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に

し
っ
か
り
入
れ
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
例
え
ば
、
国

道
は
自
転
車
道
付
の
海
岸
バ

イ
パ
ス
に
す
る
と
か
。
県
道

の
東
西
線
も
計
画
に
組
み
入

れ
て
、住
民
負
担
の
軽
減（
減

歩
率
）も
考
え
て
頂
き
た
い
。

都
市
建
設
課
長

　今
回
見
直

し
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中

で
国
道
・
県
道
の
位
置
づ
け

を
し
て
、
土
地
利
用
も
含
め

て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
。

議
員

　道
路
計
画
が
今
後
の

村
の
住
宅
政
策
に
加
味
さ
れ

る
こ
と
は
大
き
い
。
農
と
調

和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
住
宅

地
と
し
て
、
緑
地
景
観
、
斜

面
地
を
残
し
な
が
ら
進
め
て

頂
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
、
中
城
城
跡
環

境
整
備
計
画
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
等
の
質
問
も
あ
り

ま
し
た
。

影
響
を
最
小
限
に
お
さ
え
る

た
め
、
幾
度
か
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

議
員

　世
界
遺
産
の
認
定
と

い
う
の
は
、
沖
縄
の
琉
球
遺

産
群
の
認
定
で
あ
り
、
最
も

重
要
な
観
光
資
源
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
本
村
１
ヵ
所
で

万
が
一
影
響
が
出
て
、
世
界

遺
産
群
の
認
定
取
り
消
し
等

が
あ
っ
た
場
合
、
全
て
の
遺

産
群
が
取
り
消
し
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
城
跡
周

辺
の
景
観
に
も
十
分
配
慮
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

　火
葬
場
、
葬
祭
場
の

施
設
の
概
要
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
建
設
負
担
金
は
い

く
ら
ぐ
ら
い
か
、
火
葬
場
利

用
料
金
は
５
市
町
村
全
て
同

じ
な
の
か
、
火
葬
場
利
用
の

需
要
等
は
把
握
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

企
画
課
長

　敷
地
面
積
が

３
万
６
，
０
０
０
㎡
、
建
物

は
地
上
２
階
建
て
地
下
１

階
、
床
面
積
は
４
，
４
０
５

㎡
で
火
葬
炉
は
７
基
を
計

画
し
、
駐
車
場
は
１
８
０

台
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
負

中
部
南
地
区
火
葬
場
、

斎

場

建

設

中
城
城
跡
下
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

担
金
は
中
城
村
で
４
億
５
，

８
８
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
５
市
町
村
同
額

の
２
万
５
，
０
０
０
円
を
予

定
し
て
ま
す
。
需
要
に
つ
い

て
は
構
成
５
市
町
村
で
平
成

27
年
に
１
，
１
２
７
人
、
平

成
37
年
に
１
，
３
３
４
人
の

利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

議
員

　こ
れ
だ
け
大
き
な
火

葬
場
を
作
っ
て
、
利
用
料
金

は
全
て
同
じ
、
死
亡
者
数
も

１
番
少
な
い
本
村
に
と
っ
て

ど
れ
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
、
地
元
、
安
里
区
で

は
今
年
、
建
設
反
対
の
新
自

治
会
長
が
選
挙
で
当
選
し
、

６
月
に
は
区
民
臨
時
総
会
で

火
葬
場
建
設
反
対
の
決
議
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
安
里
区

民
の
民
意
は
火
葬
場
建
設
反

対
で
あ
り
ま
す
。
先
祖
か
ら

受
け
継
が
れ
た
緑
豊
か
な
土

地
に
火
葬
場
を
作
っ
て
子
ど

も
や
孫
に
負
の
遺
産
を
残
さ

な
い
よ
う
に
、
中
城
な
ら
で

は
の
自
然
を
生
か
し
た
土
地

利
用
を
十
分
考
慮
し
て
行
政

と
し
て
発
信
し
て
頂
き
た

い
。
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議
員

　今
一
度
、
平
和
の
尊

さ
、
有
難
さ
を
再
認
識
す
る

意
味
で
も
、本
村
に
於
い
て
、

平
和
宣
言
文
を
作
成
し
、
高

ら
か
に
平
和
ア
ピ
ー
ル
の
宣

言
を
行
う
事
を
提
案
し
ま

す
。
見
解
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

村
長

　戦
後
70
年
、
節
目
の

年
で
御
座
い
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
提
言
、
提
案
だ
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。
最
近
日
本
国

内
に
於
い
て
も
あ
ま
り
良
い

方
向
に
進
ん
で
い
な
い
よ
う

な
気
が
致
し
て
居
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
戦
後

70
年
の
節
目
の
年
に
、
こ
こ

沖
縄
か
ら
平
和
を
発
信
し
て

い
く
事
は
、
一
つ
の
大
き
な

ア
ク
セ
ン
ト
に
成
り
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。

企
画
課
長

　戦
後
70
年
を
迎

議
員

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
が

決
定
し
た
こ
と
で
、
東
海
岸
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
に
お

い
て
中
城
村
に
利
益
あ
る
計

画
は
あ
る
か
。
又
協
議
会
の
今

後
の
活
動
計
画
は
ど
う
か
。

村
長

　東
海
岸
推
進
協
議
会
、

四
町
村
で
発
足
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
に
成
功
い
た
し
ま
し
た
。

中
城
村
に
取
り
ま
し
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
ま
ず
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で
い
く
、

２
０
２
０
年
開
館
に
向
け
て

急
速
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

又
、
土
地
利
用
の
見
直
し
に
も

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
中
城

に
取
り
ま
し
て
は
非
常
に
大

き
な
光
だ
と
私
は
認
識
を
し

て
お
り
ま
す
。
協
議
会
は
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
最
優

先
で
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

え
平
和
の
意
識
の
希
薄
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争

の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
、
今
一
度
深
く
認
識

し
、
後
世
へ
の
継
承
に
つ
い

て
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
居
り
ま
す
。
戦
争
体

験
の
風
化
を
防
ぎ
、
平
和
希

求
の
原
点
を
忘
れ
な
い
為
に

も
、
議
員
提
案
の
平
和
宣
言

文
に
つ
い
て
は
、
今
後
作
成

す
る
方
向
で
検
討
し
て
参
り

ま
す
。
時
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
城
村
全
戦
没
者
慰
霊

祭
に
合
わ
せ
た
発
表
を
検
討

し
、
村
内
外
へ
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
居
り
ま

す
。

議
員

　校
舎
内
の
空
調
設
備

が
効
率
的
に
作
動
し
な
い

件
。

教
育
長

　中
城
小
学
校
の
空

調
設
備
の
不
具
合
に
つ
い
て

は
６
月
の
初
め
に
学
校
側
か

ら
連
絡
が
有
り
ま
し
た
。

議
員

　幼
稚
園
駐
車
場
内
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望

の
件
。

教
育
長

　Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
協
力

に
よ
り
、
既
に
設
置
済
み
で

議
員

　本
村
に
本
当
に
大
き

な
光
が
さ
す
よ
う
い
ろ
い
ろ

な
協
議
を
し
、
本
村
に
利
益
あ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
課
長

　今
後
四
町

村
で
連
携
し
、
交
通
体
系
の

拡
充
及
び
土
地
利
用
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

政
策
総
合
調
整
部
会
に
お
い

て
、
西
原
バ
イ
パ
ス
及
び
国
道

３
２
９
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い

て
意
見
交
換
等
協
議
し
早
期

実
現
に
向
け
、
国
会
議
員
へ
の

要
請
活
動
、
地
元
環
境
に
つ
い

て
の
講
演
会
等
を
取
組
み
ま

す
。
ま
ず
起
爆
剤
と
し
て
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
決
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
も
今
ま
で
は
中

部
市
町
村
か
ら
国
道
３
２
９

号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
何
回

も
要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
調

査
費
す
ら
つ
か
な
い
状
況
で

し
た
が
、
今
後
は
そ
れ
も
含
め

て
調
査
費
も
早
急
に
つ
け
て

く
れ
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

議
員

　区
画
整
理
地
内
完
成

地
の
雑
草
管
理
を
地
権
者
と

協
議
し
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長

　施
工
完
了

し
た
宅
地
に
つ
い
て
は
各
地

有
り
ま
す
。

議
員

　運
動
場
外
周
（
フ
ェ

ン
ス
）
の
形
状
が
、
歪
に
湾

曲
し
、
学
校
敷
地
の
有
効
利

用
の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
く

な
い
状
況
が
有
る
。
何
ら
か

の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

教
育
長

　擁
壁
等
の
設
置
で

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
考
え

る
が
、
多
額
の
事
業
費
が
必

要
と
成
り
、
村
単
費
で
の
事

業
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

補
助
事
業
が
な
い
か
検
討
し

ま
す
。

議
員

　村
長
、
是
非
一
度
、

現
場
を
見
て
頂
け
れ
ば
、
何

ら
か
の
対
策
、
考
え
も
浮
か

ん
で
く
る
物
と
思
い
ま
す

が
。

村
長

　私
も
現
場
主
義
で

や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
の

で
、
一
緒
に
見
さ
せ
て
頂

き
、
補
助
金
が
な
い
な
ら
な

い
な
り
に
知
恵
を
出
し
合
い

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

権
者
に
対
し
、
草
刈
等
維
持
管

理
を
行
う
よ
う
、
文
書
で
指
導

し
て
い
ま
す
。
又
隣
接
地
か
ら

の
苦
情
に
対
応
し
て
地
主
に

連
絡
し
て
管
理
す
る
よ
う
促

し
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
管

理
は
地
主
に
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員

　南
上
原
整
理
地
内
は

公
費
に
て
整
備
し
て
お
り
、
新

築
住
宅
近
く
で
の
雑
草
が
生

い
茂
っ
て
お
り
本
当
に
見
苦

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
権
者
へ
の
管
理
を
早
急
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

※
他
に
東
西
道
路
、
南
上
原
地

区
へ
の
公
共
施
設
の
質
問
も

あ
り
ま
し
た
。

中
城
平
和
宣
言

文
作
成
を

提
案

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の

本
村
へ
の
か
か
わ
り

中
城
小
学
校
の

教
育
環
境
整
備

南
上
原
整
理
地
雑
草
問
題
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議
員

　今
一
度
、
平
和
の
尊

さ
、
有
難
さ
を
再
認
識
す
る

意
味
で
も
、本
村
に
於
い
て
、

平
和
宣
言
文
を
作
成
し
、
高

ら
か
に
平
和
ア
ピ
ー
ル
の
宣

言
を
行
う
事
を
提
案
し
ま

す
。
見
解
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

村
長

　戦
後
70
年
、
節
目
の

年
で
御
座
い
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
提
言
、
提
案
だ
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。
最
近
日
本
国

内
に
於
い
て
も
あ
ま
り
良
い

方
向
に
進
ん
で
い
な
い
よ
う

な
気
が
致
し
て
居
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
戦
後

70
年
の
節
目
の
年
に
、
こ
こ

沖
縄
か
ら
平
和
を
発
信
し
て

い
く
事
は
、
一
つ
の
大
き
な

ア
ク
セ
ン
ト
に
成
り
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。

企
画
課
長

　戦
後
70
年
を
迎

議
員

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
が

決
定
し
た
こ
と
で
、
東
海
岸
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
に
お

い
て
中
城
村
に
利
益
あ
る
計

画
は
あ
る
か
。
又
協
議
会
の
今

後
の
活
動
計
画
は
ど
う
か
。

村
長

　東
海
岸
推
進
協
議
会
、

四
町
村
で
発
足
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
に
成
功
い
た
し
ま
し
た
。

中
城
村
に
取
り
ま
し
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
ま
ず
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で
い
く
、

２
０
２
０
年
開
館
に
向
け
て

急
速
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

又
、
土
地
利
用
の
見
直
し
に
も

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
中
城

に
取
り
ま
し
て
は
非
常
に
大

き
な
光
だ
と
私
は
認
識
を
し

て
お
り
ま
す
。
協
議
会
は
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
最
優

先
で
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

え
平
和
の
意
識
の
希
薄
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争

の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
、
今
一
度
深
く
認
識

し
、
後
世
へ
の
継
承
に
つ
い

て
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
居
り
ま
す
。
戦
争
体

験
の
風
化
を
防
ぎ
、
平
和
希

求
の
原
点
を
忘
れ
な
い
為
に

も
、
議
員
提
案
の
平
和
宣
言

文
に
つ
い
て
は
、
今
後
作
成

す
る
方
向
で
検
討
し
て
参
り

ま
す
。
時
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
城
村
全
戦
没
者
慰
霊

祭
に
合
わ
せ
た
発
表
を
検
討

し
、
村
内
外
へ
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
居
り
ま

す
。

議
員

　校
舎
内
の
空
調
設
備

が
効
率
的
に
作
動
し
な
い

件
。

教
育
長

　中
城
小
学
校
の
空

調
設
備
の
不
具
合
に
つ
い
て

は
６
月
の
初
め
に
学
校
側
か

ら
連
絡
が
有
り
ま
し
た
。

議
員

　幼
稚
園
駐
車
場
内
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望

の
件
。

教
育
長

　Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
協
力

に
よ
り
、
既
に
設
置
済
み
で

議
員

　本
村
に
本
当
に
大
き

な
光
が
さ
す
よ
う
い
ろ
い
ろ

な
協
議
を
し
、
本
村
に
利
益
あ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
課
長

　今
後
四
町

村
で
連
携
し
、
交
通
体
系
の

拡
充
及
び
土
地
利
用
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

政
策
総
合
調
整
部
会
に
お
い

て
、
西
原
バ
イ
パ
ス
及
び
国
道

３
２
９
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い

て
意
見
交
換
等
協
議
し
早
期

実
現
に
向
け
、
国
会
議
員
へ
の

要
請
活
動
、
地
元
環
境
に
つ
い

て
の
講
演
会
等
を
取
組
み
ま

す
。
ま
ず
起
爆
剤
と
し
て
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
決
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
も
今
ま
で
は
中

部
市
町
村
か
ら
国
道
３
２
９

号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
何
回

も
要
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
調

査
費
す
ら
つ
か
な
い
状
況
で

し
た
が
、
今
後
は
そ
れ
も
含
め

て
調
査
費
も
早
急
に
つ
け
て

く
れ
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

議
員

　区
画
整
理
地
内
完
成

地
の
雑
草
管
理
を
地
権
者
と

協
議
し
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長

　施
工
完
了

し
た
宅
地
に
つ
い
て
は
各
地

有
り
ま
す
。

議
員

　運
動
場
外
周
（
フ
ェ

ン
ス
）
の
形
状
が
、
歪
に
湾

曲
し
、
学
校
敷
地
の
有
効
利

用
の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
く

な
い
状
況
が
有
る
。
何
ら
か

の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

教
育
長

　擁
壁
等
の
設
置
で

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
考
え

る
が
、
多
額
の
事
業
費
が
必

要
と
成
り
、
村
単
費
で
の
事

業
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

補
助
事
業
が
な
い
か
検
討
し

ま
す
。

議
員

　村
長
、
是
非
一
度
、

現
場
を
見
て
頂
け
れ
ば
、
何

ら
か
の
対
策
、
考
え
も
浮
か

ん
で
く
る
物
と
思
い
ま
す

が
。

村
長

　私
も
現
場
主
義
で

や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
の

で
、
一
緒
に
見
さ
せ
て
頂

き
、
補
助
金
が
な
い
な
ら
な

い
な
り
に
知
恵
を
出
し
合
い

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

権
者
に
対
し
、
草
刈
等
維
持
管

理
を
行
う
よ
う
、
文
書
で
指
導

し
て
い
ま
す
。
又
隣
接
地
か
ら

の
苦
情
に
対
応
し
て
地
主
に

連
絡
し
て
管
理
す
る
よ
う
促

し
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
管

理
は
地
主
に
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員

　南
上
原
整
理
地
内
は

公
費
に
て
整
備
し
て
お
り
、
新

築
住
宅
近
く
で
の
雑
草
が
生

い
茂
っ
て
お
り
本
当
に
見
苦

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
権
者
へ
の
管
理
を
早
急
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

※
他
に
東
西
道
路
、
南
上
原
地

区
へ
の
公
共
施
設
の
質
問
も

あ
り
ま
し
た
。

中
城
平
和
宣
言

文
作
成
を

提
案

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の

本
村
へ
の
か
か
わ
り

中
城
小
学
校
の

教
育
環
境
整
備

南
上
原
整
理
地
雑
草
問
題
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新垣　貞則　議員

伊佐　則勝　議員

久
場
地
区
、
第
１
児
童

公
園
内
の
施
設
整
備

議
員

　久
場
地
区
、
第
１
児

童
公
園
内
（
①
野
球
場
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
支
柱
及
び
フ
ェ
ン

ス
修
繕
。
②
西
側
及
び
北
側

の
フ
ェ
ン
ス
設
置
。
③
遊
具

の
整
備
）
の
施
設
整
備
す
る

考
え
は
。

都
市
建
設
課
長

　「
公
園
長

寿
命
化
対
策
」
を
平
成
29
年

度
か
ら
計
画
的
に
改
築
等
の

補
助
金
を
要
求
し
ま
す
。
優

先
順
位
を
決
め
て
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

議
員

　「
賀
武
道
〜
宇
地
真

原
」
未
開
発
道
路
の
接
続
に

つ
い
て
、
地
権
者
の
同
意
が

得
ら
れ
た
ら
工
事
を
進
め
る

こ
と
は
可
能
で
す
か
。

農
林
水
産
課
長

　用
地
等
が

当
然
替
え
る
の
で
あ
れ
ば
検

討
は
可
能
か
と
思
い
ま
す
。

議
員

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
建

設
地
が
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
東
浜

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
西
高

東
低
に
あ
る
県
土
の
均
衡
あ

る
発
展
と
い
う
面
か
ら
、
東

海
岸
地
域
へ
の
決
定
が
選
定

理
由
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
の
関
連
で
、
今
後

の
本
村
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

都
市
建
設
課
長

　今
後
の
推

進
協
議
と
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
政
策
総
合
調
整
部
会
に

お
い
て
、
国
道
３
２
９
号
バ

イ
パ
ス
の
意
見
交
換
会
及
び

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
向
け
て
の
部
会
で
、
取
り

組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
の
関
連
を
ど
う

結
ぶ
か
課
題
は
あ
る
が
、
今

後
の
中
城
村
の
土
地
利
用
を

大
き
く
左
右
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

議
員

　「
久
場
真
尻
原
〜
宇

地
真
原
」
に
続
く
道
路
は
地

域
振
興
の
目
的
で
電
源
地
域

対
策
交
付
金
の
活
用
は
可
能

か
。

企
業
・
観
光
課
長

　久
場
の

前
浜
原
線
の
事
業
に
充
て
る

と
い
う
こ
と
で
、
事
業
費
の

交
付
額
は
満
杯
で
ご
ざ
い
ま

す
。

議
員

　「
久
場
真
尻
原
〜
宇

地
原
」
に
続
く
排
水
路
の
対

策
は
。

農
林
水
産
課
長

　今
年
度
か

ら
道
路
の
一
部
で
は
あ
り
ま

す
が
、
大
雨
時
の
農
地
の
侵

入
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
排
水

路
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

議
員

　２
０
２
５
年
で
国
に

お
け
る
認
知
症
の
人
は
約
何

万
人
に
達
し
ま
す
か
。

福
祉
課
長

　厚
生
労
働
省
の

推
計
値
に
よ
る
と
認
知
症

患
者
は
２
０
２
５
年
に
は
約

７
０
０
万
人
に
達
し
、
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知

症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

議
員

　認
知
症
の
予
防
に
期

待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
、
ど

ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
か
。

福
祉
課
長

　各
公
民
館
で
認

知
症
予
防
運
動
と
し
て
、
脳

ト
レ
と
し
て
大
正
琴
教
室
を

週
２
回
老
人
ク
ラ
ブ
へ
委
託

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

議
員

　東
京
都
の
健
康
長

寿
セ
ン
タ
ー
の
資
料
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
１
日
30
分

〜
40
分
歩
い
た
ら
脳
の
海
馬

が
２
％
ア
ッ
プ
し
学
習
能
力

が
向
上
し
た
。
認
知
症
予
防
・

糖
尿
病
予
防
の
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
気
な

高
齢
社
会
を
構
築
す
る
た
め

に
老
人
ク
ラ
ブ
を
増
や
す
考

え
は
な
い
で
す
か
。

福
祉
課
長

　福
祉
課
も
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
一
緒
に
増

や
す
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員

　主
役
は
村
民
一
人
一

人
で
あ
り
、
村
民
の
皆
様

が
こ
こ
に
産
ま
れ
て
よ
か
っ

た
。
こ
こ
に
暮
ら
し
て
幸
せ

だ
っ
た
と
思
う
。
一
生
元
気

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

「
理
想
の
高
齢
者
社
会
」
を

目
指
し
て
議
員
も
行
政
も
頑

張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

が
持
て
ま
す
。

議
員

　将
来
的
な
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に
関
連
し
た

広
域
的
な
連
携
の
も
と
で
、

第
４
次
総
合
計
画
の
後
期
基

本
計
画
の
策
定
も
目
前
に

迫
っ
て
お
り
、
地
方
創
生
制

度
も
取
り
込
む
中
で
、
本
村

の
農
・
住
の
土
地
利
用
の
あ

り
方
を
考
慮
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

づ
く
り
を
提
言
し
て
お
き
ま

す
。

議
員

　県
教
育
庁
は
、
本
年

度
か
ら
沖
縄
戦
の
戦
争
遺
跡

を
県
の
文
化
財
に
す
る
作
業

に
着
手
し
、
戦
後
70
年
を
節

目
に
、
風
化
が
進
む
移
籍
の

保
護
強
化
に
取
組
む
と
の
こ

と
。
村
内
で
は
「
１
６
１
．

８
高
地
陣
地
」
が
村
の
文
化

財
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、

県
指
定
の
対
象
に
な
る
か
伺

う
。

教
育
長

　戦
後
70
周
年
を
節

目
に
県
内
市
町
村
の
戦
争
遺

跡
を
県
指
定
に
す
る
た
め
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
村

「
１
６
１
．
８
高
地
陣
地
」
も

候
補
の
１
つ
で
あ
り
、
保
存

戦

跡

の

県

文

化

財

指

定

Ｍ

Ｉ

Ｃ

Ｅ

施

設
東
浜
に

決
定

状
態
か
ら
し
て
指
定
に
値
す

る
評
価
を
有
す
る
と
見
て
お

り
ま
す
。

議
員

　当
地
は
キ
シ
マ
コ
ノ

嶽
と
し
て
奥
間
発
祥
の
地
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
周
辺
整
備
の
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長

　歴
史
の
道

と
も
絡
ん
で
、
県
指
定
・
国

指
定
に
で
き
れ
ば
、
今
後
周

辺
整
備
が
行
き
届
く
と
思
い

ま
す
。

議
員

　沖
縄
戦
の
風
化
を
さ

せ
ず
未
来
永
劫
ま
で
継
承
し

て
い
く
に
は
、
戦
跡
保
存
に

よ
る
実
相
継
承
、
語
り
部
に

よ
る
継
承
や
平
和
教
育
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　村
教
育
委
員
会
は

戦
跡
を
保
存
指
定
し
、
保
護

し
て
い
く
こ
と
や
戦
争
体
験

者
か
ら
の
沖
縄
戦
の
語
り
を

通
し
て
歴
史
的
事
実
を
継
承

す
る
こ
と
で
、
戦
争
が
風
化

し
な
い
よ
う
平
和
教
育
を
一

層
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
村
道
上
川
線
の

整
備
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ

り
ま
し
た
。

賀
武
道
線
〜
宇
地

真
原
の
環
境
整
備

認

知

症

対

策
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安里ヨシ子　議員

県

営

中

城

公

園
の

整
備
事
業

議
員

　公
園
整
備
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
業
・
観
光
課
長

　平
成
27

年
３
月
現
在
用
地
取
得
状
況

筆
数
86
ー
１
工
事
に
つ
い
て

は
40
％
、
旧
ホ
テ
ル
跡
に
つ

い
て
は
、
一
社
は
、
代
表
者

変
更
が
あ
り
、
一
社
は
清
算

人
の
選
任
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
交
渉
は
難
航
し
て
い
る
。

普
天
間
自
動
車
学
校
の
件
に

つ
い
て
は
、
移
転
先
の
提
供

が
難
し
い
、
定
期
的
な
協
議

は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
移

転
状
況
は
54
％
。

議
員

　西
駐
車
場
か
ら
城
跡

ま
で
は
か
な
り
の
距
離
が
あ

り
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

の
た
め
園
路
内
に
車
を
通
す

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

企
業
・
観
光
課
長

　史
跡
暫

定
地
内
の
園
路
、
階
段
の
整

備
に
関
し
て
は
文
化
庁
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
園

路
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

公
園
整
備
の
中
で
や
っ
て
い

き
た
い
。
管
理
棟
、休
憩
所
、

ト
イ
レ
に
つ
い
て
正
門
か
ら

の
方
が
良
い
と
い
う
事
で
村

か
ら
要
望
も
上
げ
て
お
り
、

管
理
棟
、
休
憩
所
、
ト
イ
レ

等
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　平
成
25
、
26
年
観
光

客
が
11
万
人
に
増
え
て
い
ま

す
費
用
対
効
果
の
ほ
ど
は
。

企
業
・
観
光
課
長

　入
客
数

が
す
ぐ
に
増
え
る
と
い
う
事

で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
打
つ
事
に
よ
っ
て
国
内

外
、
世
界
に
世
界
遺
産
中
城

城
跡
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

効
果
は
で
て
く
る
。

議
員

　旅
行
会
社
と
の
関
連

し
た
観
光
ル
ー
ト
に
つ
い

て
。

企
業
・
観
光
課
長

　旅
行
会

社
と
関
連
し
た
観
光
ル
ー
ト

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
去

年
、
今
年
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
ツ

ア
ー
の
企
画
の
協
議
を
し
て

お
り
、
課
題
の
調
整
を
し
て

い
ま
す
。

議
員

　国
の
許
可
が
必
要
な

条
件
も
あ
り
ま
す
が
、
課
長

も
も
っ
と
汗
を
か
き
、
整
備

計
画
を
早
く
進
め
て
ほ
し

い
。

　安倍政権が今国会で成立させようとしている集団的自衛権行使を柱とした「安全保障関連法案」は、
他国軍隊の軍事行動に自衛隊が参加することを可能にする法案であり、これまで築いた日本の平和
を崩壊させ、再び戦争への誤った道を開こうとするものである。
　これまで、歴代政府は「日本への直接的な攻撃があった場合にのみ、自国の防衛のために必要最
小限の武力を行使することが許されている。」との個別的自衛権に限るとした専守防衛を戦後日本の
国是としてきた。
　６月４日の衆議院憲法審査会で、自民党推薦の参考人を含む３人の憲法学者がそろって「安全保
障関連法案」を「違憲だ」と述べ、我が国の多くの憲法学者も「法案は違憲」として反対し、廃案
を求めている。
　国の最高法規である憲法を一内閣が拡大解釈を超えた解釈変更により、憲法を形骸化することは
国民への背信行為である。
　戦後70年、沖縄戦では20万人を超す人々が犠牲になり、中城村でも多くの尊い命が亡くなられた。
あの悲惨な、戦争の反省からつくられた日本国憲法は日本が再び「戦争する国」にならないことを
固く決意してつくられたものである。集団的自衛権行使によって、世界に誇れる憲法 9条の形骸化
は許されない。
　よって、中城村議会は平和を堅持し、村民の命と暮らしを守る立場から「安全保障関連法案」の
廃案を強く求める。

　以上地方自治法第 99条の規定により、意見書を提出する。
　　平成 27年 7月 27日

沖縄県中城村議会　　
あて先
　　内閣総理大臣　　衆議院議長　　参議院議長　　防衛大臣　　外務大臣

「安全保障関連法案」の廃案を求める意見書

▲入りやすい環境と中城城跡の魅力作りが入客数増加へ繋がる
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編

集

後

記

中城村の児童・生徒のみなさん、上手いも下手も関係ありません！あなたの字のままでいいんです
（ぎかいだよりの文字を横書きと縦書き）

お問い合わせは中城村議会事務局（1895-4318）まで

「ぎかいだより」の題字の募集をします

仲
松
　
正
敏

外
間
　
博
則

大
城
　
常
良

石
原
　
昌
雄Vol.44

写真
中城村学童連協
ドッジボール大会
優勝：アズナックス

議会だより編集委員

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
て

　
２
０
１
４
年
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
日
本
人
平
均

寿
命
は
、
女
性
が
８
６
．
６
１
歳
で
世
界
１
位
、
男
性
は

過
去
最
高
の
８
０
．
２
１
歳
と
長
寿
記
録
を
更
新
し
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

物
忘
れ
が
著
し
く
な
る
と
、
自
分
自
身
だ
け
で
は
な
く
家

族
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
の
物
忘
れ
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す

が
、
今
の
う
ち
か
ら
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
７
月
23
日
吉
の
浦
会
館
で
北
中
城
若
松

病
院
理
事
長
、
涌
波
淳
子
サ
ポ
ー
ト
医
の
認
知
症
介
護
予

防
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
村
民
の
方
が
足
を
運
び

認
知
症
の
方
々
の
対
応
方
法
な
ど
を
学
び
、
ま
た
高
齢
化

社
会
が
加
速
し
、
将
来
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
の
お
話
も
あ
り
、
行
政
と
議
会
が
一
体
と

な
り
認
知
症
に

対
す
る
問
題
を

早
急
に
構
築
し

て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
仲
松
正
敏
）

もっと　 知ろう みんなの議会

題字：中城南小学校3年　永　山　光　成

永 山 光 成 さん

韓国（済州島）から沖縄の未来を探る
日時：平成27年8月12日（水）　会場：西原町さわふじ未来ホール
講師：呉錫畢（オ・ソクピル）（沖縄国際大学経済学部教授）

中部地区町村議会議員、事務局職員研修会

新
垣
　
貞
則

伊
佐
　
則
勝

研修会
レポート

　済州島の観光客数は約 1,200 万人と沖縄のおよそ 2 倍の規模。済州島の現状から沖縄の自立経済の可能性を受講してき
ました。
　済州島の経済は農業と観光に依存している。韓国政府は済州特別自治道として強い自治権を持たせ航空会社設立に出資
し、黒字経営を続け、さらに道民主体性を持つ自立経済を目指している。
　沖縄経済も自立に向けて観光業を充実させる。好調に推移している外国人観光客から消費額が高水準の観光客を誘客す
るために世界的 MICE 施設の整備と併せてインフラや公衆無線 LAN の整備をしていくことで具体的な観光の受け皿作り
をやる。そこから地元の観光地やホテルやレストラン、企業の活性化へ繋がる。
　沖縄経済の自立を図る為に、沖縄コンベンションビューローの研修内容を充実させ、沖縄の独自のジンブン（知恵）を
探り、素晴らしき自然や文化を発信し、どうビジネス化するか課題である。「沖縄は経済成長の著しい東アジアの中心に
位置し済州島より立地的条件はいい。いくらでも成長の可能性はある」と、国際都市としての発展の可能性を指摘した。

沖縄経済の自立に向けて

題字：中城南小学校3年　永　山　光　成

講師：呉錫畢（オ・ソクピル）
（沖縄国際大学経済学部教授）

お詫びと訂正
第 43 号で題字提供
者のお名前を間違え
て掲載しました。
正しくは比嘉若葉さ
んです。

題字提供ありがとう

ございました


